
消防局予算の概要 

 

１ 予算編成に当たっての考え方 

  市民の生命・財産を守るという消防の使命を達成し、将来にわたって持続可能な消防

体制を構築するため、行財政改革を確実に実行するとともに、今なお続くコロナ禍にお

いても、あらゆる災害に的確に対応する消防・救急体制の確保や火災予防の推進はもと

より、消防団や自主防災組織をはじめとした地域防災力の充実・強化を図ることを重点

に予算編成を行った。 

  主要な施策として、消防・救急対策については、増加する救急需要に対応するため、

救急機材の整備や救急安心センター事業（♯７１１９）の効果的な運用などに取り組む。 

  また、消防の連携・協力の推進を図るため、消防指令センターの共同運用に向けた設

計に着手する。 

  予防対策については、地域・事業所等と一体となって火災予防対策に取り組み、出火・

焼死者防止対策を推進する。 

  消防団施策については、幅広い世代への入団促進に引き続き取り組むとともに、消防

団充実強化実行チームの活動を積極的に支援するなど、消防団の更なる充実強化を図る。 

  地域防災の推進については、「共助」の要となる自主防災組織の充実強化を図るため、

自主防災組織の活動や相互連携を支援するなど、安心・安全の地域づくりをより一層推

進する。 

 

２ 主な新規・充実事業 

   消防指令センター共同運用に向けた設計【令和５年度まで】     40,506 千円 
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３　消防局主要施策の概要

 

千円 千円

一般会計合計 19,091,000 19,815,000

1 消防体制 1,858,359 2,060,153

消 防 ・ 救 急 対 策 消防・救急活動維持管理整備 754,400 630,500

　消防・救急活動機材等整備

　消防ヘリコプター運航管理

　消防自動車維持管理

消防通信維持管理・整備 601,598 573,002

　消防指令センター共同運用に向けた設計 <新　規>

　指令システム維持管理

　　　　　　　　　　など

水道事業特別会計繰出金 315,152 305,251

救急高度化事業 98,300 99,300

　メディカルコントロール体制の推進

　　　　　　　　　　　　　　　など

救急安心センター事業 43,509 20,300

応急手当の普及啓発 6,800 6,800

予 防 対 策 予防消防推進 38,600 41,000

2 消防団体制 713,000 747,500

消 防 団 施 策 消防団活動 594,700 630,000

　消防団員報酬、退職報償金、災害補償費

　消防団充実強化実行チームの活動支援

　京都市ジュニア消防団の活動支援

　　　　　　　　　　　　　　　など

消防団運営 42,000 42,000

　京都市消防団協会交付金

消防団施設補助 37,000 37,000

消防団活動機材等整備 39,300 38,500

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要 本年度予算額 前年度予算額

＜ 消 防 局 所 管 ＞

（消防局－1）
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千円 千円

項　　　目 主　　要　　施　　策　　の　　概　　要 本年度予算額 前年度予算額

3 地域防災力の向上 146,560 148,660

地 域 防 災 推 進 自主防災組織の災害対応力の充実 14,000 16,100

　自主防災組織活動助成金

　北部等山間地域自主防災組織消火活動器材整備助成金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

市民防災センター管理運営 132,560 132,560

4 消防管理運営 16,373,081 16,858,687

人 事 管 理 職員給与 15,702,000 16,089,000

職員の安全衛生管理、給貸与品など 163,000 159,000

庁 舎 管 理 庁舎管理 508,081 610,687

　庁舎維持管理

　　　　　　など

（消防局－2）
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